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生活リズムポスター

生活リズム三行詩

　新年度が始まりもうすぐ２ヶ月。学校生活にも慣れ、家庭での生活リズムが崩れがちな時期でもあります。
　そこで、今回は、令和５年度に実施しました“子育て応援「ゆい高千穂」事業”の生活リズム三行詩とポスターに
応募のあった作品の中から入選作品をご紹介します。
　規則正しい生活リズムができているか、家庭で振り返ってみましょう。
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（高千穂小・津田 湊亮）
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～今月のテーマ～

規則正しい「生活リズム」が元気の源です！

高千穂町岩戸出身。
令和4年4月に着任。
総合政策課所属。
高千穂高校魅力向上コ
ーディネーターとして
高千穂高校に常駐し活
動中。
好きな山は「Luck y  
Kilimanjaro」。Kudo Takahiro

工藤　天裕

 　私はこの2年間、地域みらい留学365（高校2
年生の1年間だけ都市部の高校から地方の高校
に国内留学できる制度）に携わってきました。
　この制度を利用して留学してくる生徒はたっ
た1年間だけしか高千穂にいないのですが、帰る
時期が来ると寂しがり“都会に帰りたくない、高
千穂に居たい”と言ってくれます。

　そんな魅力あるこの高千穂で郡内の生徒にと
っても、全国から集まる生徒にとっても意義のあ
る高校生活を提供できるように、これからも魅
力向上コーディネーターとして魅力向上の取り
組みを推進していきます。

　春も終わりが近づき、夏の足音が聞こえる季節
となってきましたが、みなさまいかがお過ごしで
しょうか？暑い夏がとにかく嫌いな高千穂高校
魅力向上コーディネーターの工藤です。
　さて、今回は3月に宮崎県教育委員会から発表
された、高千穂高校の「全国枠」の導入について
解説していきたいと思います。
 　「全国枠」とは、都道府県関係なく全国からの
出願、受験をすることができる入試制度のことを
指します。
　つまり、高千穂高校に県内からだけでなく、県
外からも生徒が集まることになります。令和７年
度入学生からこの制度を利用しての受験が可能
です。県内では、飯野高校および高鍋農業高校が
既にこの全国枠を導入しており、宮崎海洋高校も
高千穂高校と同じく令和７年度から全国枠を導
入することが決定されています。
　この「全国枠」を導入することにより、単に高千
穂高校の生徒数が減ってきているから、外から人
を呼び込んで生徒数を維持しようということだ
けはなく、地域の生徒たちがより多くの刺激を受
けながら学び合える多様性のある学習環境の構
築と、西臼杵3町の地方創生のための関係人口を
創出することができると考えています。
　また、高千穂町は九州でも有数の観光地であ
り、世界農業遺産やユネスコエコパークの国際
認証も獲得している地域資源が豊かな地域で
す。豊かな自然と古くから伝わる伝統文化を有す
る高千穂町をフィールドに、県外から入学する生
徒たちにとっては、都会では味わえないような貴
重な経験ができる3年間になると考えています。

県外生徒が活動する様子

高千穂高校が導入する「全国枠」って？


